第16回日本医療薬学会年会　講演原稿用紙

下記のフォームにご入力いただき、電子メールの添付ファイルとしてお送りください。
	講演種別　ご講演の種別(特別講演、招待講演、教育講演、シンポジウム)を入力してください。

	シンポジウム7　「薬薬連携について考える」


	演題名　【例】薬剤師の薬剤業務・教育・研究への能動的関わり

	多摩地区での薬薬連携とお薬手帳の活用


	演者名　【例】金沢　太郎１、金沢　花子２

	下平秀夫1,2、茂木　徹1,2、阿部宏子2、奥山　清2、村田和也2、戸塚淳逸2


	所属機関名　【例】金沢大学医学部附属病院　薬剤部１、金沢大学医学部　保健学科２

	八王子薬剤センター薬局1、多摩薬薬連携協議会2


	講演要旨　【1500文字以内(図表1点につき300字換算)】

	【目的】
　平成14年4月、東京・多摩地区の薬薬連携協議会が発足した。当協議会の会則ではその目的を、「本会は多摩地域の薬剤師相互の交流を図り、医療の発展に貢献することを目的とする。」とし活動内容は、「（1）医療分業に係る連絡・協議、（2）研修・研究会、（3）その他」と規定している。
【委員構成】
　平成18年6月末の時点で参加しているのは、多摩地区の基幹病院10施設の病院薬剤師各１名と、南多摩地区の5支部の保険薬局より選出された薬剤師9名と薬科大学教員1名である。
【協議会とフォーラム開催】
　本協議会は発足して以来協議会を重ね、約4年間で19回を数えている。また、発足後１年3ヶ月が経過した際、協議会初のフォーラムを開催し、平成17年11月には第6回フォーラムを開催した。現在さらに発展し、連携のための組織を作りながら課題を整理、企画を立案している。
【ホームページ】

　平成15年4月に本協議会のホームページを開設した。開設の目的は、地域の薬剤師への本協議会の活動の周知および、本会新任委員への経緯説明である。掲載内容は本協議会の会則（設立の趣旨、目的を含む）、委員名簿である。また、これまでに開催した協議会の議事録を掲載している。フォーラムについては、第1回～第6回のプログラムとフォトギャラリー、本会を紹介した論文、参加レポート等を掲載している。
URL：http://www.shimo-web.com/tamayaku.htm
【お薬手帳】

　直近の第5回と第6回フォーラムのメインテーマは、「お薬手帳」について開催した。薬局薬剤師も病院薬剤師もお薬手帳の重要性は認識しつつ、記載や利用方法などについて微妙な温度差が感じられた。
【展望】
　東京・多摩地区の薬薬連携協議会はまだお互いの立場の違いを理解できた段階である。今後より問題の解決に向けて前進していかなければならない。約30年の間に急速に進んできた医薬分業を、今まで以上に地域住民にとって実りのあるものにしていくために、我々薬剤師は患者さんと医療側の双方からの信頼と評価を得なければならない。薬学教育6年制に対応した実務実習について薬科大学との連携も重要である。また、18年6月に改正医療法が設立し、薬局が「医療提供施設」と明示された。これにより、地域医療連携はいやおうなしに推進されていく。今後さらに、十分な医・薬・薬の連携を強化していく必要がある。


